
　　　　

令和7 年 1 月 28 日

月～金 9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・障害のあるお子様及び保護者様の意思及び人格を尊重し、お子様や保護者様の立場を考慮した支援をします。
・障害のある方々の内なる力を信じ、その強みに目を向けた支援をします。

事業所名 放課後等デイサービスらじぴあ 作成日放課後等デイサービス・支援プログラム

◎お子様一人ひとりの認知特性を理解し、情報を捉えたり、適切に反応したりする力を養えるよう支援をします。
・時計やタイマーを用いて時間を意識して主体的に行動出来るよう支援をします。
・個々の認知特性に合わせて、分かりやすく正しい情報を伝え、適切な行動ができるよう支援をします。
◎身体部位、色、比較、位置、分類、感情概念、時間概念、数、図形、パズル、図鑑等を用いるプログラムを実施します。
・教具やプリント等の教材を用いて、概念や知識について学びます。
・学んだ概念や知識を生活場面で実際に使えるよう、実践練習をします。

◎自分の考えや気持ちを言葉で適切に表現する力の育成をします。
・相手や場に応じて適切な言葉、態度、口調、表情等で自分の考えや気持ちを言語化できるよう支援をします。
・マンツーマン、小集団、全体集団等の様々な活動形態の中で他者交流の機会を多く設け、対人交流の実践練習を重ねます。

◎社会の中で周りの人たちと円滑に生きる力を育成します。
・職員やお友だちと一緒に様々な活動に挑戦し、「協力」、「失敗」、「成功」等同じ体験を共有する中で、人間関係の適切な構築の仕方について学びます。
・社会のルールや自分の生活環境の決まりを守り、自己と他者の価値観を尊重できるよう支援をします。

支援方針

・障害のあるお子様とそのご家族が、地域の中でゆとりを持ち、楽しんで生活できるよう支援をします。
・お子様の心身の健康を保ち、日常生活を営むために必要な知識や技術を身に付け、健やかに生活できるよう支援をします。
・お子様の良いところ、得意なところを伸ばすと共に、ご家族と相談しながらスモールステップで、お子様一人ひとりの自立に向けてサポートをします。
・社会の中で周りの人たちと円滑に生きていくために、コミュニケーションスキルや社会性を身に付けられるよう対人交流プログラムを実施します。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・全体、小集団、個別等様々な活動形態で工作、調理、運動等を通して、季節行事を楽しみます。【お正月、節分、バレンタイン、ひな祭り、お花見、子どもの日、七夕、夏まつり、ハロ
ウィン、クリスマス、忘年会等】
・「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会性」の５領域を主軸に、子どもたちが楽しみながら成長できるような活動プログラムをご
用意しています。【調理、衛生、交通安全、工作、園芸、運動（身体を大きく動かす運動、手先指先の運動等）、対話、話し合い、発表、ソーシャルスキルトレーニング等)
・毎月のお誕生日会では１年間の活動写真を用いたバースデーカード等を作成し、みんなでお祝いします。

（別添資料１）

家族支援

・個々のお子様に関することについての説明、相談、助言などについては随時
お応えします。
・兄弟姉妹との関わり方等についてご相談をお受けします。
・ご希望される場合には事業所内、またはご自宅訪問をして、お子様の特性に
合わせた支援やその他困りごとについて相談支援をします。
・ご家庭の状況に応じて、利用日、利用時間、送迎等について柔軟に調整をし
ます。

移行支援

・らじぴあの活動プログラムで修得したスキルを学校やご家庭などで同様
に発揮出来るように支援します。
・就労や進路等のお悩みについて、学校、相談支援事業所、他放課後等デ
イサービス事業所等と情報共有・連携し、相談支援を行います。
・ライフステージの切り替えを見据え、各関係機関と連携し、地域生活の
場や育ちの場との交流や情報交換を行います。

地域支援・地域連携

・感染症等に配慮し、他事業所等交流をします。
・地域交流として公園や施設等の地域資源を活用し、集団活動プログラムを実
施します。
・各種会議等に参加し、お子様やご家族の心身の状況、生活環境、特性、困り
ごと等について情報共有をし、より良い支援ができるよう関係機関等と連携
し、地域資源の発掘やご提案をします。
・必要に応じて地域連携会議への参加を検討します。 職員の質の向上

・児童発達管理責任者資格等、資格取得について職員支援をしています。
・研修を実施し、全職員の知識と技能の研鑽に努めています。（自然災
害、感染症、虐待・身体拘束、緊急・事故、送迎、感染症・保健衛生、不
審者・防犯、苦情・相談、危機・防災、個別支援計画書作成、広報・連絡
帳の書き方等）
・お子様たちと一緒に全スタッフが実地訓練をし、安全管理の徹底に努め
ています。(避難訓練、不審者防犯訓練)　・外部研修への参加を推奨して
います。
・事例検討会を開き、お子様の成長や変化に応じて、支援方針や支援内容
の細やかな調整をし、全スタッフで情報共有をしています。
・児童発達管理責任者がお子様への支援や保護者様への対応について個
別、集団で職員指導をしてます。

支　援　内　容

◎心身の健康を保ち、安心・安全に過ごせるよう支援をします。
・検温、酸素計測、体調の聞き取り、保護者様や学校との情報共有等による健康観察をします。
・個々の特性に合わせて、課題や学習等のプログラム活動に集中して取り組むことが出来る環境をご用意します。
・タイマー、PC、文字・絵等の聴覚支援、視覚支援により、日々の生活に必要な情報を正確に収集できるよう支援をします。
・持ち物の管理、道具や遊具の用意と片付けなど身の回りの環境整備を自立して行えるよう支援をします。

◎視覚、聴覚、触覚、嗅覚、前庭覚、固有感覚等の発達を促す要素を含んだ粗大運動・微細活動を通じて、心身の力の育成をします。
・屋内外で大きく身体を動かす運動や細やかな運動に取り組み、姿勢や運動動作の技能向上と活用ができるよう支援をします。(室内運動器具、障害物競争、公園での遊具やかけっこ、工
作、調理、箸・ボタン・ハサミ等)
・屋内外で様々な活動を通し、保有する感覚の総合的な活用ができるよう支援をします。(水・砂・土遊び、スライム・粘土遊び、紙・木・石・金属等での工作等)
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